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おうぎひ

しゃく

いつつぎ ぬ か ら ぎ ぬ

　面長で能面のように静かで神秘的な表情をたたえる「享保雛」。
　享保雛は、江戸中期の享保年間（1716年～1736年）に流行したと
いわれる内裏雛で、現在のような段飾りになる前で、雛人形の前
にお供えのごちそうなどを並べていたため大型に作られています。
　女雛は像高41　（冠の高さ７　）で、豪華な冠の装飾、胸に檜扇
を持ち、五衣唐衣に似せた姿で朱の袴に綿を入れて大きく高く膨
らませています。男雛は像高40　で、束帯に似た装束で太刀を構
え、現在は残っていませんが本来は笏を持っていたと思われます。
　享保雛は、幕末の頃、沼館地区の大地主であった佐々木儀右衛
門が江戸で買い求めたものと言われ、同家の子孫から教育委員会
に寄贈され、雄物川郷土資料館に保管・展示されています。
　享保雛は、平成11年に雄物川町の有形文化財（民俗）に指定され
ています。
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を持ち、五衣唐衣に似せた姿で朱の袴に綿を入れて大きく高く膨
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に寄贈され、雄物川郷土資料館に保管・展示されています。
　享保雛は、平成11年に雄物川町の有形文化財（民俗）に指定され
ています。
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年
々
進
む
少
子
化

平
成
17
年
の
秋
田

県
の
出
生
率
は

全
国
で
最
下
位

国
や

県
は
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
少
子
化
対

策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が

い
ま
だ
に

そ
の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
る
気
配
は
あ

り
ま
せ
ん

そ
の
原
因
の
一
つ
に
「
子
育

て
の
負
担
が
大
き
い
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す

　

昔
は
地
域
で
の
交
流
も
盛
ん
で

家
庭

や
地
域
で
そ
の
負
担
を
分
け
合

て
い
ま

し
た

し
か
し

核
家
族
化

地
域
と
の

関
わ
り
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り

子
育
て

の
負
担
が
各
家
庭
に
大
き
く
の
し
か
か

て
い
る
の
が
現
状
で
す

特
に

在
宅
で

子
育
て
を
し
て
い
る
親
の
孤
立
感

負
担

感
が
増
し
て
お
り

親
の
社
会
参
加
の
促

進
や
リ
フ
レ

シ

の
た
め
の
各
種
事
業

の
拡
充
な
ど

負
担
軽
減
へ
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

昨
秋

30
代
か
ら
40
代
の
市
民
の
皆
さ

ん
を
中
心
に
参
加
を
呼
び
か
け
市
内
８
会

場
で
行
わ
れ
た
「
私
の
ま
ち
の
市
長
室
」

で
は

市
の
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の

充
実
に
関
す
る
意
見
が
数
多
く
出
さ
れ
ま

し
た

　

そ
の
中
で
最
も
多
か

た
の
が

横
手

地
域
の
わ
ん
ぱ
く
館
内
に
昨
年
６
月
に
開

設
さ
れ
た「
マ
ム
チ

サ
ロ
ン
」や
大
森
地

域
の
シ
ル
バ

エ
リ
ア
に
隣
接
す
る
「
子

ど
も
と
老
人
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

」
に

見
ら
れ
る

子
育
て
家
庭
が
気
軽
に
集
い

交
流
で
き
る
場
が
欲
し
い
と
い
う
意
見
で

し
た

ま
た

地
域
に
お
い
て
子
ど
も
が

自
主
的
に
参
加
し

自
由
に
遊
べ

安
全

に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
放
課
後
や
週
末

等
の
居
場
所
づ
く
り
の
必
要
性
な
ど
も
意

見
と
し
て
出
さ
れ

多
く
の
子
育
て
家
庭

が
つ
ど
い
の
場
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た

　

身
近
な
地
域
の
中
で

気
軽
に
子
育
て

を
支
援
し
て
く
れ
る
環
境
が
求
め
ら
れ
て

い
る
今

そ
の
中
核
を
担
う
の
が

平
成

５
年
に
厚
生
省
（
現
在
の
厚
生
労
働
省
）

が
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
（
子
育
て
支
援
の
方

向
性
な
ど
を
定
め
た
国
の
長
期
計
画
）
に

基
づ
い
て
創
設
し
た
「
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ

」
事
業
で
す

　

横
手
市
で
も

子
育
て
家
庭
の
負
担
を

少
し
で
も
軽
減
し

楽
し
い
子
育
て
を
支

援
す
る
た
め

８
つ
の
地
域
す
べ
て
に
子

育
て
支
援
セ
ン
タ

を
設
置
し
て
い
ま
す

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ン
タ

で
は

子
育
て
の

相
談
に
答
え
た
り

楽
し
ん
で
子
育
て
が

で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
行

て
お
り

気
軽
に
利
用
で
き
る
環
境
で
す
の
で

子

育
て
を
通
し
た
仲
間
づ
く
り
に
も
ぜ
ひ
活

用
く
だ
さ
い

■子育てを楽しもう
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子育てを楽しもう
「集い」から生まれる明るい子育て

特集

市長室での

●横手地域のわんぱく館の中にマムチャ
サロンという子育て家族の交流の場がで
きたが、自分の地域にも近くにそのよう
な施設がほしい。

●冬季間は、なかなか外に出る機会がな
く、施設の中で遊ぶ所といえば遊具も整
備されている大森のシルバーエリアにあ
る子どもと老人のふれあいセンターに行
かなければならない。今ある施設を利用
して雨や雪の日でも遊べる施設がほしい。

●これから子供を生む若い人たちの目に
自然と入ってくる場所に、親子が集える
施設があればいい。例えば図書館や体育
館などに隣接されていれば、魅力ある場
所になり、ここで子供を生み育てたいと
思ってもらえるのではないか。

●学童保育の新規実施や実施済みの施設
の受け入れ人数の拡大、時間の延長など、
働く親の実情に合わせたサービスの向上
を図ってほしい。

昨年の10月から11月にかけて、子育て家庭の
皆さんも多数参加して行われた「私のまちの
市長室」
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

少
子
化
対
策
の
カ
ギ
は

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

求
め
ら
れ
る「
つ
ど
い
の
場
」

の
創
出

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
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●利用者の声

■子育てを楽しもう

●サロンの様子

（マムチャサロン）
わんぱく館

至山内→

↑至横手地域局↑至横手駅

←至雄物川 ↓至十文字

安田交差点

すこやか横手すこやか横手

JR
奥
羽
本
線

JR北上
横山踏切

羽州街道踏切

　

昨
年
６
月

横
手
市
南
町
に
あ
る
児
童

館
・
わ
ん
ぱ
く
館
内
に
オ

プ
ン
し
た「
マ

ム
チ

サ
ロ
ン
」

同
じ
年
代
の
子
を
持

つ
親
た
ち
が
気
軽
に
集
ま
り

子
育
て
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
ら
れ
る
場

所
と
し
て
人
気
が
高
ま

て
い
ま
す

　

マ
ム
チ

サ
ロ
ン
は

毎
週
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
２

時
ま
で
開
設

学
童
保
育
の
実
施
ス
ペ

ス
を
利
用
し
て
い
る
た
め

学
校
休
校
日

や
長
期
休
み
の
間
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
が

そ
れ
以
外
は

い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
ま
す

サ
ロ
ン
内
に
は

子
育

て
サ

ク
ル
「
な
か
よ
し
マ
マ
」
の
皆
さ

ん
の
協
力
に
よ
る
喫
茶
コ

ナ

さ
ま

ざ
ま
な
育
児
書
や
専
門
誌
な
ど
が
あ
る
書

籍
コ

ナ

掲
示
板
な
ど
が
あ
り

明

る
く
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
す

中
で
も
掲
示
板
「
な
か
よ
し
マ
マ
の
お
悩

み
相
談
コ

ナ

」
は

日
ご
ろ
感
じ
て

い
る
育
児
の
悩
み
事
や
知
り
た
い
情
報
な

ど
を
書
き
込
む
と

サ
ロ
ン
の
利
用
者
や

先
輩
マ
マ
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る

と
い
う
も
の
で

盛
ん
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す

ま
た

わ
ん
ぱ
く
館
に
は

横
手

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

「
な
か
よ
し
」

も
併
設
さ
れ
て
お
り

支
援
セ
ン
タ

の

保
育
士
か
ら
子
育
て
の
楽
し
い
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
ら
れ
ま
す

　

集
ま

た
親
ど
う
し
が
育
児
の
楽
し
さ

や
悩
み
を
語
り
あ
い

相
互
扶
助
的
に
育

児
不
安
を
解
消
し
て
い
く
場
と
し
て
の
機

能
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
る
「
マ
ム
チ

サ
ロ
ン
」

寒
い
こ
の
時
期
は

何
か
と

家
に
こ
も
り
が
ち
で
す
が

新
し
い
出
会

い
や
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
求
め
て

気
軽
に
「
マ
ム
チ

サ
ロ
ン
」
を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か

「
マ
ム
チ

サ
ロ
ン
」へ

よ
う
こ
そ

「
マ
ム
チ

サ
ロ
ン
」へ

よ
う
こ
そ

子
育
て
マ
マ
の
集
い
の
広
場

子
育
て
マ
マ
の
集
い
の
広
場

サロンには喫茶コーナーのほか、さまざまな育児書などが設置されています

サロンでの昼食の様子。笑顔の絶えない利用者の皆さん。

サロンにある掲示板。育児での悩み事
や知りたい情報などを書き込むと、先
輩ママなどからアドバイスをもらうこ
とができる。

サロンに隣接するスペースには、おもち
ゃや絵本などが数多く用意されている。

取材当日は、子育て支援センター主催
事業「なかよし広場」の活動である「ぼ
んでんづくり」の日。ぼんでん先生か
ら指導を受け、親子でぼんでんづくり
に挑戦。

親子の友達づくりに
最高です

楽しい子育てを
応援します

一人よりみんなで
解決

マムチャサロンは週に３日は
利用しています。ここに来れ
ば、お母さんも子どもたちも
みんな仲良しです。育児の不
安も一人で抱えるより、みん
なで解決できるので、すごく
助かっています。

日野さや子さん親子

来るたびに解決す
る悩みや不安

週に１回は利用しています。
私はいわゆる「転勤族」のた
め、身近に知り合いやお友達
が少なく、ここでの出会いが
何よりも楽しみな時間です。
来るたびに悩みや不安が解決
するとてもいい場所ですよ。

五十嵐幸子さん親子

伊藤咲子さん親子

明るく楽しい雰囲
気です

今日は育児サークルの活動で
ここに来ました。明るく楽し
い雰囲気で、子どもも社交的
になったような気がします。
遊び場が少なくなる冬場は特
に助かりますね。また利用し
たいと思います。

わんぱく館の利用は、上の子
からですので、もう４年にな
ります。マムチャサロンも毎
日のように利用していますよ。
ここに来ると楽しくて、時間
があっという間に過ぎてしま
います。

マムチャサロンも、自由に好き
な時間に利用できる場として、
定着しつつあると思います。育
児の悩みや不安は、一人で解決
するのは難しいものです。私た
ちも精一杯サポートしますので、
もっとたくさんの子育てママに
来ていただきたいと思います。

五十嵐幸子さん

わんぱく館
（マムチャサロン）
住　所　横手市南町12－15
問合せ　横手市子育て支援セン
　　　　ター「なかよし」
　　　　（　32－6933）

伊藤千春さん親子 富田　愛さん
横手市子育て支援センター「なかよし」

指導員



　

子
育
て
は

「
気
力
・
体
力
・
財

力
」
と
３
つ
の
力
が
必
要
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す

そ
の
す
べ
て
を
家
庭

で
賄
う
の
は

と
て
も
難
し
い
時
代

で
す

市
で
は

そ
の
３
つ
の
力
を

補
い

家
庭
で
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
減
で
き
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し

よ
う
と

８
つ
の
地
域
に
あ
る
子
育

て
支
援
セ
ン
タ

を
中
心
に

さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す

　

そ
の
中
で
も

特
に
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
要
望
の
多
か

た

親
子
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
遊
び
と
集
い
の

機
能
を
兼
ね
備
え
た
「
つ
ど
い
の
広

場
」
を
市
内
に
設
置
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す

既
存
の
公
共
施

設
の
空
き
ス
ペ

ス
を
利
用
し

運

営
は

支
援
セ
ン
タ

と
市
内
の
子

育
て
サ

ク
ル
の
皆
さ
ん
が
一
緒
に

な

て
進
め
て
い
く
計
画
で
す

マ

ム
チ

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
つ
ど
い
の

空
間
に
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
空
間

が
加
わ

た

楽
し
い
広
場
を
演
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

ま
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

に
つ
い
て
も

放
課
後
の
実
施
時
間

を
午
後
７
時
ま
で
に

休
校
日
や
長

期
休
み
の
際
の
受
け
入
れ
時
間
を
こ

れ
ま
で
の
午
前
８
時
か
ら
午
前
７
時

30
分
に
そ
れ
ぞ
れ
延
長
し

働
く
お

母
さ
ん
や
各
家
庭
の
状
況
に
対
応
で

き
る
体
制
を
つ
く

て
い
き
ま
す

　

子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は

本
当
に
エ
ネ
ル
ギ

の
い
る
仕
事
で

す

お
母
さ
ん
が
自
信
を
も

て

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
楽
し
い
と

感
じ

子
育
て
に
誇
り
を
持

て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
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■子育てを楽しもう

「
子
育
て

て
楽
し
い
ね
」と
感
じ
ら
れ
る

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

Interview
インタビュー

市福祉環境部子育て支援課長

畠山久美子さん
（はたけやま・くみこ）

●子育て支援の拠点！
「地域子育て支援センター」を
ご利用ください

　 地域局
横手地域局
増田地域局
平鹿地域局
雄物川地域局
大森地域局
十文字地域局

山内地域局
大雄地域局

　　 名　称
なかよし広場
ひよこルーム
りんごちゃん教室
すくすくクラブ
育児サークル
さくらんぼひろば
ひよこひろば
うきうきデー
なかよし広場
わんぱくクラブ
ぴよクラブ

　　開　催　日
毎週金曜日
毎週木曜日
年10回程度
毎週火曜日
毎月１回
毎週木曜日
月１回（火曜日）
月１回（木曜日）
月２回程度
月１回（第２木曜日）
月１回（第２水曜日）

●親子でつどう広場●親子でつどう広場
　　 場所・時間等

※行事内容等により、開
催日時及び場所は変更さ
れる場合があります。事
前に各子育て支援センタ
ーに確認してください。

育児
サークル

市では、各地域局に子育て支援センターを設置し、子育て真っ最中のお母
さん、お父さんなどのお役に立てるよう、色々な形で育児を支援していま
す。その一環として、下表のように、遊びや活動を通して他の子育て家族
とも友達になれるような交流の場を設けています。

市内８つの地域にある子育て支援センターでは、電話や支援センターでの育児相談や専門の先生
を迎えての育児講演会、子育てを支援してくれる各種サークル等へのお手伝いなど、様々な趣向
を凝らした特色あるサービスを行っています。お気軽にご利用ください。

　　　　　　　　施　　設　　名
横手市子育て支援センター「なかよし」
横手市増田町子育て支援センター「ひよこルーム」
横手市平鹿町子育て支援センター
横手市雄物川町子育て支援センター「すくすく」
横手市大森町子育て支援センター「たんぽぽ相談室」
横手市十文字町子育て支援センター「さくらんぼ」
横手市山内子育て支援センター
横手市大雄子育て支援センター

　 実施場所
わんぱく館
ますだ保育園
醍醐保育園
沼館保育園
大森保育園
十文字保育所
さんない保育園
たいゆう保育園

　 電話番号
３５－７２２７
４５－４６３７
５６－０１５５
２２－４５１１
２６－３１３２
５５－２２５５
５３－２１７２
５６－５０６１

●子育て支援センター●子育て支援センター

支援
センター

■子育てに関するご意見、ご要望などは市福祉環境部子育て支援課（大森
　庁舎内）　２６－２１１３まで、実施事業に関する具体的な問合せは、
　お近くの子育て支援センターまでお願いします。

横手市次世代育成支援行動計画の進捗状況について
　市では、平成17年３月に作成した次世代育成支援地域行動計画に基づき、さまざまな子育て支援等の施策を展開してい
ます。この計画は、福祉をはじめ保健・教育・労働・生活環境などの各分野にわたる次世代育成、子育て支援に関する総
合的な計画であり、次の時代を担う子どもたちが健やかに生まれ育つことができ、男女が互いに尊重・助け合いながら安
心して楽しく子育てができる家庭と地域社会づくりを目指しています。
　前期計画の期間を平成17年度から５年間としており21年度までの目標値を掲げていますが、数値目標を設定している主
な事業の、17年度実績・18年度の実施状況を公表します。

◎行動計画の全文、具体的な事業の実施状況等を市のホームページに掲載していますのでご覧ください。

サービスの内容 取り組み状況等について21年度
目　標

17年度
実　績

17年度
進捗率

18年度
見　込

保護者の就労状況などを考慮し、通常の保育時間を超えて児
童を保育しています。保護者のニーズに応えられるよう延長
保育の充実を目指します。

日曜・祝日等の保護者の勤務等で児童を保育できない時に保
育所で保育します。各地域で利用できるよう休日保育の充実
を目指します。

保護者の育児疲れの解消、急病や勤務形態の多様化等に対応
するため、一時保育を行っています。保護者のニーズを踏ま
えながら一時保育事業の充実を目指します。

核家族化や仕事を持つ母親の増加に伴い利用者が増えていま
す。実施箇所を増やすとともに開所時間の延長を目指します。

児童虐待防止連絡会の設置、虐待防止に関する講習会を開催
しながら、発生予防・早期発見・早期対応に努めています。

男性も女性もお互いの人権を尊重し、性別にとらわれること
なくそれぞれが個性と能力を発揮できる社会を形成するため、
平成18年度に男女共同参画行動計画を策定し、男女が協力し
て子育てや家庭を築くことの大切さなどについて意識啓発を
図ります。

有償ボランテイアにより子育てを支援しています。横手地域
に加え18年度は増田地域に支部を設置しました。19年度は大
雄支部の開設を目指します。

子育て支援者の協議の場がないため、情報の共有や事業の協
力体制等が構築されていません。ネットワーク協議会の設置
を目指します。

家庭児童相談員を１名から３名に増員し、家庭・児童に関連
する様々な相談に対応しています。
母子自立支援員を１名から２名に増員し、ひとり親家庭に対
する様々な相談に対応しています。

公表
します

項
目

子
育
て
支
援
の
充
実

意
識
啓
発
児
童
の
健
全
育
成

22か所

205人

３か所

36人

10か所

２か所

520人

未実施

３人

２人

策定済

17か所

436人

２回開催

91.7%

89.0%

66.7%

56.0%

100.0%

50.0%

89.4%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

22か所

187人

２か所

28人

８か所

１か所

447人

未実施

３人

２人

未策定

17か所

452人

０回

24か所

210人

３か所

50人

７か所

２か所

500人

実施

２人以上

２人以上

策定

15か所

390人

年１回以上

延長保育の実施

（保育所数・児童数）

休日保育の実施

（保育所数・児童数）

一時保育事業（国庫補助事業）

ファミリーサポートセンター事業

（箇所数・会員数）

子育て支援ネットワーク協議会の設置

家庭児童相談員の配置

母子自立支援員の配置

男女共同参画計画の策定

放課後児童クラブの実施

（箇所数・児童数）

児童虐待防止に関する講座の開催

保
育
サ

ビ
ス
の
充
実
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市
長
で
す

２
月
22
日（
木
）

  

午
前
９
時

10
時
30
分

    

申
込
期
限
２
月
19
日（
月
）

■
申
込
み
・
問
合
せ

　

市
総
務
企
画
部
秘
書
広
報
課
秘
書
担
当

　
　

３
５
―
２
１
１
１
内
線
１
０
３
３

市
長
面
会
日

２月７日、いぶりんピックの審査員を務め、
テレビ局からコメントを求められました

　

平
成
19
年
最
初
の
「
市
長
で
す
こ
ん

に
ち
は
」

今
回
か
ら

装
い
を
新
た

に
私
の
仕
事
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

▼
出
張

秋
田
リ

チ
セ
ミ
ナ

in
大

阪
（
１
月
10
日
）

　

秋
田
県
主
催
に
よ
る
企
業
立
地
説
明

会
で

企
業
関
係
者
約
80
人
を
前
に
横

手
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た

ま
た

ボ

イ
ン
グ
社
認
定
で
航
空
機
部
品
加

工
な
ど
を
手
が
け
る
株
式
会
社
ア
オ
キ

（
東
大
阪
市
）
の
青
木
豊
彦
社
長
と
再

会
し

関
西
地
区
の
企
業
や
人
的
ネ

ト
ワ

ク
に
関
す
る
情
報
を
い
た
だ
き

ま
し
た

秋
田
県
は
自
動
車
関
連
産
業

に
加
え

宇
宙
航
空
産
業
の
振
興
も
期

待
さ
れ
て
お
り

こ
の
よ
う
な
人
脈
の

重
要
性
を
改
め
て
確
認
し
た
次
第
で
す

▼
来
横

鈴
木
望
・
静
岡
県
磐
田
市
長

が
当
市
の
健
康
の
駅
事
業
を
視
察
（
１

月
17
日
）

　

実
施
自
治
体
に
よ

て
特
色
あ
る
健

康
の
駅
事
業

厚
生
労
働
省
Ｏ
Ｂ
で
も

あ
る
鈴
木
市
長
が
深
い
関
心
を
持

て

当
市
を
訪
れ
た
の
は

先
進
性
が
評
価

さ
れ
た
結
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す

鈴

木
市
長
は
「
ぜ
ひ
磐
田
市
の
参
考
に
し

た
い
」
と
話
し
て
お
り

有
意
義
な
視

察
と
な

た
よ
う
で
す

▼
市
民
と
の
交
流

十
文
字
地
区
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
国
土
交
通
大
臣
感
謝
状
受

賞
記
念
祝
賀
会
（
１
月
27
日
）

　

道
路
花
壇
造
成
等
の
美
化
活
動
が
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
で
あ
り

歴
史
あ
る

婦
人
会
活
動
に
敬
意
を
表
し
ま
す

今

年
は
国
体
で
多
く
の
方
が
横
手
の
ま
ち

を
訪
れ
ま
す

今
後

ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す

▼
新
ニ

ス

横
手
地
ソ

ス
「
極

黒
」
発
売
（
２
月
１
日
）

　

販
売
開
始
直
後
か
ら
大
好
評
の
よ
う

で
す

「
良
い
も
の
は
高
く
て
も
売
れ

る
」
こ
れ
も
横
手
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
足

が
か
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

市
民
の
皆
さ
ん
も

本
物

の
ソ

ス

を
ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い

　
市長の動静

（１月上旬～２月上旬）

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

07.02
.15

街から
あなた

へ

行政
情報
便

公募により決定！
オフィシャルマーク
ネーミング・オペレーションマーク

　傍聴を希望される方は、横手庁舎７階の傍聴席に直
接お越しください。なお、団体での傍聴の場合は事前
に議会事務局までご連絡ください。
■会　期
　２月26日（月）から３月20日（金）までの23日間
■日　程
　２月26日（月）本会議【開会、議案上程ほか】
　２月27日（火）本会議【議案上程ほか】
　３月５日（月）本会議【一般質問、請願・陳情委員会
　　　　　　　　　　　付託】
　３月６日（火）本会議【一般質問】
　３月７日（水）本会議【一般質問】
　３月20日（金）本会議【各委員長報告ほか、閉会】
■時　間　午前10時から　
■場　所　横手庁舎６階議場（傍聴席は７階）
■問合せ　市議会事務局（横手庁舎６階）
　　　　　　32-2535

議会を傍聴してみませんか

横手市議会３月定例会開催のお知らせ

　

市
で
は

食
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
産
地
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

市
内
産

の
材
料
に
こ
だ
わ

た
ソ

ス
の
開

発
に
成
功
し

２
月
１
日
か
ら
販
売

を
開
始
し
ま
し
た

　

市
が
ソ

ス
の
開
発
に
着
手
し
た

の
は
昨
年
春

原
材
料
が
全
て
横
手

市
内
で
調
達
で
き
る

こ
と
に
着
目
し
「
口

に
含
む
と
農
産
地
の

風
景
が
見
え
る
よ
う

な
真
の
ソ

ス
を
作

り
た
い
」
と
の
思
い

で
製
造
業
者

百
貨

店

大
学
関
係
者
と

連
携
し

産
・
学
・

官
に
よ
る
地
ソ

ス

研
究
会
を
発
足
さ
せ

ま
し
た

試
行
錯
誤
を
重
ね

ウ
ス

タ

と
中
濃
の
２
種
類
が
完
成
し
た

ソ

ス
は

材
料
に
タ
マ
ネ
ギ
（
横

手

増
田

十
文
字

山
内
産
）
ニ

ン
ジ
ン
（
雄
物
川
産
）
セ
ロ
リ
（
大

雄
産
）
リ
ン
ゴ
ジ

ス
（
増
田

平
鹿
産
）
ワ
イ
ン
（
大
森
産
）
を
使

用
し
て
お
り

高
級
感
あ
る
ラ
ベ
ル

と
ガ
ラ
ス
容
器
に
う
ま
味
が
凝
縮
さ

れ
た
極
上
の
１
本
と
な

て
い
ま
す

　

販
売
は

株
式
会
社
田
園
（
雄
物

川
）
を
通
じ
市
内
の
小
売
店

観
光

施
設
な
ど
で
行

て
お
り

市
で
は

今
回
の
経
験
を
生
か
し

さ
ら
な
る

商
品
開
発
と
産
地
の
活
性
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す

■
問
合
せ　

市
産
業
経
済
部
マ

ケ

テ

ン
グ
推
進
課
（
増
田
庁
舎
内
）

　

４
５

５
５
３
７

消 防 緊急出動表示灯が設置されました
２月16日から試験的に運用します

　消防車、救急車等の緊急車
両の出動を周囲にお知らせす
る「緊急出動表示灯」が市消
防本部前に設置されました。
　緊急車両の出動時に、「緊
急出動」の表示や赤色灯が点
灯するほか、サイレンが大音
量で流れますので、緊急車両
の円滑な通行にご協力をお願
いします。
　なお、本格稼動は３月14日
（水）からとなりますが、２月
16日（金）から試験的に運用を
開始します。

■運用開始　３月14日（水）
■試験期間　２月16日（金）～３月13日（火）
■問 合 せ 市消防本部警防課　 32-1246

←オペレーションマーク
　ネーミング（愛称）も含め、
　包装紙や販促物などに使用す
　る運営会社のイメージマーク。

ネーミング
「まめでらが～　道の駅 十文字」

　今年４月に農産物直売所および加工所のオープンが、ま
た９月には全館グランドオープンが予定されている道の駅
十文字のオフィシャルマークおよびオペレーションマーク
(ネーミングを含む)のデザインが公募により決まりました。
　昨年９月中旬から約１か月の応募期間で、オフィシャル
マークには30点、オペレーションマーク（ネーミングを含
む）には95点の応募がありましたが、選考の結果、ともに
小柴雅樹さん（兵庫県在住）の作品が優秀賞に選ばれ、正
式採用が決定したものです。

■問合せ　十文字地域局「道の駅十文字」開設準備室
　　　　　　42-5111（内線6179）　

オフィシャルマーク→
道の駅十文字として
の公式なマーク（シ
ンボルマーク）。

道の駅 十文字

街からあなたへ～行政情報便～

～国体だより～
No.11

　46年前、高度経済成長期まっただ中の秋田で、
初めての国体が開催されました。「まごころ国
体」として関係者の絶賛を浴びた当時の記録を、
写真で振り返ってみましょう。（資料提供：市
史編さん室）

　46年前、高度経済成長期まっただ中の秋田で、
初めての国体が開催されました。「まごころ国
体」として関係者の絶賛を浴びた当時の記録を、
写真で振り返ってみましょう。（資料提供：市
史編さん室）

「まごころ国体」再び
～昭和36年秋田国体の記録から～
「まごころ国体」再び
～昭和36年秋田国体の記録から～

婦人会会員のお迎え（駅前） 高校生のお手伝い（駅前） 軟式野球準決勝（市営球場）

　このとき横手で開催された競技は、軟式野球（横手市営球場・横手記念球場・横手高校球場）、弓道（横手
高校弓道場）、ボクシング（横手工業高校体育館）の３競技です。「国体に若人よんでる山と川」のスローガ
ンのもと、全国から1,070名の選手団をお迎えしました。

　市内に宿泊施設が少なかった当時、約350名の選手が一般家庭に「民泊」をしました。選手のみなさんを家族
同様に温かくおもてなしした市民の「まごころ」は、遠路はるばる全国各地から
来横した選手・役員に、忘れ得ぬ印象をあたえました。
　今年の国体は、市内での民泊はありませんが、新しくなった横手の変わらない
おもてなしで、総勢1,717名の選手団を市民みんなで温かくお迎えしましょう。

■国体に関する問合せは　
　総務企画部国体推進事務局
　（横手就業改善センター内）
　　35-2171

大
地
の
う
ま
味
を
凝
縮

横
手
地
ソ

ス

「
極
黒
」誕
生
!!

マ

ケ
テ

ン
グ

ご
く
ぐ
ろ
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技術に加え知識も習得
■横手やきそば職人養成講座開講（横手）
　市内外のイベントで、横手やきそばの実演、販売をしな
がら市の宣伝活動を行う横手やきそば職人の養成講座が１
月31日に開講しました。
　この講座は、横手やきそばの知名度が上がるにつれて増
える派遣要請に対応するため、３年ぶりに開講されたもの
で、34人の受講者の皆さんは職人認定を目指し真剣な表情
で受講しています。計６回行われる講座を修了し、市の宣
伝マンとして認められると、認定証が交付され、全国各地
のイベントで活躍していただくこととなります。

横手やきそば暖簾会の伊藤会長から指導を受ける受講者

ストライク目指して
■平鹿地域スマイルボウリング大会（平鹿）
　２月３日、農業者トレーニングセンターで、平鹿生涯学
習センター主催による第12回平鹿地域スマイルボウリング
大会が開催されました。
　スマイルボウリングとは、ボウリングをアレンジした形
式のスポーツで、投球位置からゲートを通過させ、10本の
ピンをできるだけ少ない投球で倒すことを競うゲームです。
　この日は地域の50人以上の方が参加。力強く投げたボー
ルがピンを倒す度に、元気な歓声が体育館内に響き、参加
した皆さんのはつらつとした笑顔が見られました。

ストライクを目指し、勢い良くボールを投げる参加者たち

見守り隊に感謝を込めて
■保呂羽小児童がカレンダー贈呈（大森）
　１月30日、保呂羽小学校児童（35人）が、毎日通学路に
立って登下校を見守ってくれている、子供見守り隊の皆さ
んに日頃の感謝の気持ちを伝えようと、手作りのカレンダ
ーを贈りました。
　同校で行われた贈呈式では、児童を代表して阿部健さん
と阿部真彦さんが「皆さんのおかげで安全に登下校ができ
ます。雨の日も、雪の日も僕たちを見守ってくれてありが
とうございます」とあいさつし、製作したカレンダー51戸
分を見守り隊の平元鉄雄代表に手渡しました。

感謝の気持ちを込めてカレンダーを贈りました

迫力の好ゲームを展開
■ＪＢＬバスケットボール横手市増田大会（増田）
　１月10日、男子バスケットボールＪＢＬスーパーリーグ
横手市増田大会「アイシン対日立」戦が横手市増田体育館
で行われました。
　今年で18年連続の開催となった増田大会は、国内最高レ
ベルの試合を観戦できるとあって、2000人を超す観客が会
場を埋め尽くし、熱い声援で盛り上がりました。
　試合は、終始拮抗したゲーム展開。最終の第４クォータ
ーに引き離したアイシンが78対69で日立に競り勝ち、リー
グ選９勝目を挙げました。

高さと迫力のゴール下の攻防

光る頭で社会を明るく
■「光頭会」番付編成会議（雄物川）
　髪の毛が極めて少ない人たちで作る「光頭会」恒例の番付
編成会議が１月27日、交流センター雄川荘で行われました。
　取組を前に、社会を明るくすることをモットーとする光
頭会の運動の一環として、プルタブを集めて福祉施設に車
椅子を贈っている雄物川北小学校児童に、会員が７年掛け
て集めたプルタブ15kgを贈りました。取組では、頭の色つ
やを競う「光頭相撲」と頭に吸盤を付けて引っ張り合う「吸
盤綱引き」が行われ、光頭相撲では、東の横綱の三浦六右
衛門さんが貫禄を見せつけ横綱の座を守りました。

「光頭相撲」東西横綱の大一番、行司が頭の色つやを判断

初代金メダリスト決定
■第１回いぶりんピック（山内）
　いぶりがっこ生産者の会の皆さんが互いの技術と味を競
い合う始めての試み「いぶりんピック」が２月７日、岩瀬
ふれあい館で開催され、自家製法部門、漬け物の素部門、
フリースタイル部門に合わせて27人が出場しました。
　味、色、香り、食感などを総合的に判断する審査の結果、
最高賞となる自家製法部門金賞に高橋篤子さん、漬け物の
素部門金賞に高橋幸子さんがそれぞれ輝きました。入賞者
のレシピは、会員の皆さんに公開され、今後より質の高い
商品作りに生かしていただくこととなります。

審査結果を待つ間、お互いの味を確かめ合う出場者の皆さん

お菓子をプレゼント
■童っこの雪まつり（十文字）
　２月３日、植田小学校グラウンドで童っこの雪まつりが
行われました。十文字西公民館の主催によるこの雪まつり
は、例年、雪を利用したゲームなどが行われていますが、
今年は雪不足のために予定していた遊びなどが実施できま
せんでした。そのため、がっかりした様子の子どもたちに
少しでも喜んでもらいたいと、主催者側からお菓子やみか
ん、屋台での温かいうどんなどが振舞われました。
　また、夜にはどんど焼きも行われ、地区の方々も参加し
て今年の無病息災を祈願しました。　

参加した子どもたちにはお菓子などが手渡されました

昔遊びや雪遊びを楽しむ
■大雄子どもフェスティバル（大雄）
　２月４日、大雄交流研修館「ふれあいホール」周辺を会
場に大雄子どもフェスティバルが開催されました。ホール
内では、こまやお手玉などを体験する昔遊びコーナー、バ
ルンアート体験、餅つき、お茶会、バザーなど、様々な催
しものが行われ、参加したたくさんの子どもたちで終始賑
わっていました。
　また、外の会場では熱気球飛行体験が中止になったもの
の、ポニーやスノーモービルの引くソリ試乗体験などが行
われ、子どもたちは雪遊びを思う存分楽しんでいました。

スギッチとのジャンケンに勝った子には国体グッズをプレゼント

きっ

けん

あつ

ゆき

わらし
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市
指
定
文
化
財
享
保
雛
や
芥
子
雛

な
ど

古
式
ゆ
か
し
い
ひ
な
人
形
の

展
示
を
行
い
ま
す

■
期
間　

２
月
17
日（
土
）
４
月
22

　

日（
日
）※
毎
週
月
曜

休
館
日

■
時
間　

午
前
９
時

午
後
５
時  

 

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

雄
物
川
郷
土
資
料
館

■
入
館
料　

大
人
１
０
０
円

小
・

　

中
学
生
は
無
料

■
問
合
せ　

雄
物
川
郷
土
資
料
館

　
　

２
２
―
２
７
９
３

  

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

対
応
で
き
る
農
業
経
営
体
の
育
成
に

向
け
て

新
た
な
経
営
安
定
対
策
が

ス
タ

ト
し
ま
す

そ
こ
で

集
落

営
農
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
農
家

の
皆
さ
ん
が
共
に
集
い

集
落
営
農

組
織
や
担
い
手
女
性
の
役
割

横
手

の
農
業
と
農
村
の
発
展
に
つ
い
て
語

り
合
う
フ

ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

２
月
20
日（
火
）午
後
１
時

■
場
所　

秋
田
ふ
る
さ
と
村
ド

ム

　

劇
場

「
集
落
営
農
か
ら
新
た
な
横
手
型
複

合
経
営
の
構
築
へ
」

■
講
師　

佐
藤　

了
先
生
（
秋
田
県

　

立
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授
）

パ
ネ
ル
デ

ス
カ

シ

ン

■
参
加
者　

集
落
営
農
・
加
工
グ
ル

　

プ
・
農
業
団
体
の
各
代
表
者

■
申
込
・
問
合
先　

市
産
業
経
済
部

　

農
政
課　

４
５
―
５
５
２
２

ま

　

た
は
各
地
域
局
産
業
振
興
課

各

　
Ｊ
Ａ
へ

  

接
客
サ

ビ
ス
や
マ
ナ

研
修
の

プ
ロ
を
講
師
に
迎
え

新
入
社
員
育

成
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
す

「
採
用
し
た
社
員
を
早
く
一
人
前
に

す
る
に
は
」

■
日
時　

２
月
21
日（
水
）午
後
６
時

　

30
分

■
場
所　

横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

■
講
師　

橋
本
泉
さ
ん
（
中
小
企
業

　

診
断
士
）

■
問
合
せ　

市
雇
用
創
出
協
議
会
事

　

務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工
労
働

　

課
内
）　

４
５
―
３
９
９
０

　
　

　

さ
を
り
織
り
や
ク
ラ
フ
ト

お
皿

な
ど

児
童
生
徒
が
授
業
中
に
制
作

し
た
作
品
や

学
習
の
様
子
を
紹
介

し
た
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す

■
期
間　

２
月
16
日（
金
）
22
日（
木
）

■
場
所　

イ
オ
ン
ス

パ

セ
ン
タ

　

横
手
南
店

■
問
合
せ　

横
手
養
護
学
校
総
務
部

　
　

３
３
―
４
１
６
６

　

劇
団
「
風
の
子
」
に
よ
る

世
界

の
民
話
を
基
に
し
た
舞
台
劇
で
す

■
日
時　

３
月
５
日（
月
）午
後
７
時

　

開
演

■
場
所　

か
ま
く
ら
館
５
階

■
会
費　

入
会
金
２
０
０
円

月
会

　

費
８
０
０
円
（
横
手
お
や
こ
劇
場

　

へ
の
入
会
が
必
要
で
す
）

■
問
合
せ　

横
手
お
や
こ
劇
場　

　

齊
藤
さ
ん　

３
２
―
０
５
７
３

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ

ん
の
一
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

■
日
時　

２
月
25
日（
日
）午
前
10
時

　

午
後
３
時

■
場
所　

道
の
駅
さ
ん
な
い　

イ
ベ

　

ン
ト
広
場

■
内
容　

○
遊
び
の
広
場

ほ

ぴ

　

き
ゲ

ム

バ
ナ
ナ
ボ

ト
等

　

○
食
の
広
場

甘
酒

豚
汁

お

　

に
ぎ
り

ホ
タ
テ
焼
き
の
販
売
等

　

○
み
ん
な
の
広
場　

祝
い
餅
つ
き

　

お
菓
子
ま
き

そ
ば
の
早
食
い
等

■
問
合
せ　

道
の
駅
さ
ん
な
い

　
　

５
６
―
１
６
０
０

　　

地
域
の
資
源
を
活
か
し

明
る
く

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
を
こ
の
講
演
か
ら
つ
か
ん
で
み
ま

せ
ん
か

入
場
は
無
料
で
す
　

■
日
時　

３
月
９
日（
金
）午
後
３
時

■
場
所　

か
ま
く
ら
館
２
階
ホ

ル

■
講
師　

石
川　

好
先
生
（
秋
田
公

　

立
美
術
工
芸
短
期
大
学
学
長
）

■
問
合
せ　

横
手
商
工
会
議
所

　
　

３
２
―
１
１
７
０

　　

市
内
８
団
体
に
よ
る
演
劇
の
巡
回

公
演
で
す

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い

雄
物
川
公
演

■
日
時　

２
月
24
日（
土
）午
後
６
時

　

30
分
開
演

■
場
所　

雄
物
川
コ
ミ

ニ
テ

セ

  

ン
タ

平
鹿
公
演

■
日
時　

３
月
３
日（
土
）午
後
６
時

  

30
分
開
演

■
場
所　

平
鹿
生
涯
学
習
セ
ン
タ

■
内
容　

「
お
ら
が
町
の
歌
謡
シ

　

」
・
劇
団
あ
や
め
座

　

「
め
く
ら
ぶ
ん
ど
」
・
劇
団
か
ん

　

じ
き

■
入
場
料　

５
０
０
円

■
問
合
せ　

横
手
市
民
会
館　

３
２

　

―
３
１
３
６

　

踏
切
の
遮
断
機
が
下
り
る
直
前
に

線
路
を
横
断
し
た
り

一
旦
停
止
を

し
な
い
で
踏
切
内
に
進
入
し
閉
じ
込

め
ら
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

し
て
い
ま
す

冬
期
間
は
車
の
ス
リ

プ
事
故
が
多
発
し
や
す
く

大
変

危
険
で
す

　

ド
ラ
イ
バ

の
皆
さ
ん
は
踏
切
事

故
防
止
と
安
全
の
た
め

早
め
に
ブ

レ

キ
を
か
け

踏
切
前
で
は
し

か
り
と
一
旦
停
止
を
す
る
よ
う
に
心

が
け
て
通
行
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
横
手
駅

  

年
度
末
に
な
る
と

運
輸
支
局
の

自
動
車
検
査
・
登
録
窓
口
は

大
変

混
み
合
い
ま
す

特
に
３
月
中
旬
以

降
は

自
動
車
税
課
税
基
準
日
（
４

月
１
日
）
前
に
駆
け
込
み
申
請
を
す

る
方
や
車
検
車
両
の
増
加
の
た
め
に

混
雑
し

申
請
者
の
方
を
長
時
間
お

待
た
せ
す
る
状
況
と
な

て
い
ま
す

　

自
動
車
の
諸
手
続
き
を
予
定
し
て

い
る
方
は

年
度
末
前
の
比
較
的
混

雑
の
少
な
い
３
月
上
旬
頃
ま
で
に
手

続
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す

■
問
合
せ　

東
北
運
輸
局
秋
田
運
輸

　

局　

０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０

　

１
２

  

運
転
免
許
セ
ン
タ

で
は

大
型

免
許
技
能
試
験
の
受
験
予
約
を
開
始

し
ま
す

受
験
を
す
る
際
は

ご
利

用
く
だ
さ
い

■
予
約
受
付　

３
月
１
日（
木
）か
ら

■
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

午

　

後
４
時
（
土
日

祝
日
を
除
く
）

■
受
付
窓
口　

秋
田
県
運
転
免
許
セ

　

ン
タ

１
階
50
番
窓
口

■
問
合
せ　

秋
田
県
運
転
免
許
セ
ン

　

タ
　

０
１
８
―
８
６
２
―
７
５

　

７
０

横
手
駅
か
ら「
踏
切
通
行
」に
つ

い
て
の
お
願
い

自
動
車
の
登
録
手
続
き
を
お
早

め
に

大
型
免
許
技
能
試
験
が
予
約
制

と
な
り
ま
す

市市役役所所かかららののおお願願いい

　　　　　　　最近、ペットとして飼われ
　　　　　　ている犬や猫に関する苦情や
　　　　　　相談が多く寄せられています。
　　　　　　ペットは飼い主にやすらぎを
　　　　　　与えてくれますが、飼い方に
よっては周囲に迷惑をかけることがありま
す。ご近所との良好な関係に配慮し、責任
を持って飼いましょう。

市役所からのお願い

○路上等へのペットのフンの放置は大変な
  迷惑となります。袋などに入れて持ち帰
  り、トイレに捨てましょう
○犬小屋周辺の清掃は飼い主が責任を持っ
  て行い、人が通るような場所に犬をつな
  ぐのはやめましょう。また、綱や首輪が
  はずれないよう、十分注意しましょう
○のら猫にむやみにエサを与
  えることで数が増加し、
  問題になることがあり
　ます。無責任に餌付け
　するのはやめましょう

ペペッットトのの飼飼いい方方ににごご注注意意をを！！ペットの飼い方にご注意を！
　「耳マーク」は、聴覚に障害のある方が耳が
聞こえないことで誤解されたり、危険な目にあ
わないよう、耳が不自由なことを自己表示する
必要があることから考案されたものです。
　現在、市では市役所全庁舎と関係施設のすべ
ての窓口に「耳マーク」を表示し、筆談による
応対を行っています。しかし、障害のある方の
社会参加を促すためには全市的な取り組みが必
要です。そのため、多くの方が利用される市内
の小売店、事業所等でも同様に応対していただ
きたく、ご協力くださいますようお願いします。
【ご協力いただける場合】
①「耳マーク」（カラーＡ４版）原紙１枚をお送りいたしますので、３
　月９日（金）まで、下記の担当へ送付先をご連絡ください
②送付された「耳マーク」を、受付窓口等に表示してください
③筆記用具を窓口等に配置し、筆談に応じる際は、はっきりとなるべ
　く大きな字で書いてください
④口元がはっきり見えるように、ゆっくりとお話しください
　※「耳マーク」の複製・利用は（社）全日本難聴者・中途失聴者団体連合
   会からの承諾が必要であり、今回は横手市が承諾を得ております。

■問合せ  市福祉環境部社会福祉課社会福祉担当  26-2112

「耳マーク」表示による筆談応対のお願い
市内に店舗等のある事業主の方へ
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　耳の不自由な方には筆談いた
しますので、お申し出ください。
　ゆっくりご説明いたします。

さ
と
る

よ
し
み



講
習 

講
座

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

つかえる英語講座
　アメリカ人の先生による講座です。あいさつか
らビジネスに使える英語まで学びます。
日　時●２月27日（火）午後７時～９時
場　所●かまくら館 ※参加費1,000円（初回は無料）
問合せ●若林さん  32-0077

中国語講座　初級会員の募集
　ラジオ中国語講座のテキストを使って中国語を学びま
す。中国出身の方もいますので、お気軽にご参加ください。
日　時●３月６日（火）から開始、毎週火曜日午後７時
場　所●女性センター (会費：月1,000円）
問合せ●竹原さん  37-2418,阿部さん   090-8924-3284

南部シルバーエリア　料理教室
　ひな祭りを祝う料理作りに挑戦してみませんか。
日　時●２月28日（水）午前10時 (参加費1,000円）
場　所●南部シルバーエリア調理室 (定員20人)

申込期限●２月23日（金） 
問合せ●南部シルバーエリア　26-3880

ピュアライフ　酸素講座
　飲む酸素についてのお話です。
日　時●2月28日（水）㈰午後１時30分、㈪午後6時30分
場　所●横手セントラルホテル 紫陽花の間
定　員●20人
問合せ●佐藤さん  090-6159-3370

めざせ！中級英会話
　中級レベルをめざして外国人講師と楽しくトー
クしましょう。見学は無料です。
日　時●毎月第1・2・3火曜日午後7時～8時30分
場　所●男女共同参画センター　
問合せ●備前さん  36-2621

Ｃ
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ク
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プ
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が
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と
」
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■対 象 者　高等学校等または大学等に入学する予定で、次
  の条件を満たす方
　・学費の支出が困難な家庭であること
　・横手市に現に住所を有し、または有していた方
　・保護者が現に横手市に住所を有している方
■貸付金額　○修学貸付金（高等学校等） 月額18,000円以内
　　　　　　○就学支度金 高等学校等 100,000円以内
                         　　　　  大  学  等 500,000円以内
■募集定員　若干名（選考委員会にて貸付を決定します）
■応募方法　育英資金貸付願、合格通知書、所得証明書等の書
  類を用意して申し込みください
■応募期間　３月１日（木）～26日（月）
■問 合 せ　市福祉環境部子育て支援課(大森庁舎内)    26-2113       

■応募資格  今春、高等学校または大学等に入学する方、も
  しくは在学している方で、保護者が横手市に住所を有して
  いるなど、一定の要件を満たしていること
■貸付金額　高等学校、中等教育学校の後期課程、高等専門
  学校、養護学校等の高等部については月額2万円。大学、
  短期大学、専修学校専門課程については月額4万円。
■応募方法　奨学金貸付願、在学証明書、最終出身校または
  在学する学校の学業成績証明書等の書類を提出ください
■応募期間　4月2日（月）～27日（郵送の場合は最終日必着）
　※募集要項は、市教育委員会学校教育課、または各地域局
　地域振興課で2月中旬から用意しています
■問 合 せ　市教育委員会学校教育課（雄物川庁舎内）  22-2152

● 「よねや育英資金」修学貸付制度

● 横手市奨学金貸付制度

学術研究奨励賞
■応募資格　秋田県出身、または県内の研究機関に所属する
　方で、平成19年４月１日現在で満40歳未満の個人３名  
■応募期間　３月１日（木）～31日（土）必着
■助 成 額　受賞者には、表彰状と副賞100万円を授与
地域文化奨励賞　
■応募資格　秋田県内で地域文化向上のため、学問、技術、
　芸術などの研究を継続的に行い、優れた研究実績を上げて
　いる個人か団体2組
■応募期間　３月１日（木）～31日（土）必着
■助 成 額　受賞者には、表彰状と副賞30万円を授与
奨学生
■応募資格　今年４月に高等学校、大学へ入学する方
■応募期間　４月１日（日）～30日（月）必着
■貸付金額 高等学校４名（月額２万円）、大学10名（月額5万円）
　※申請書類は、両奨励賞・奨学生とも事務局窓口で直接、また
　は郵送により請求できます。郵送の場合は、「○○申請書請求」
　と記入のうえ140円分の切手を同封してください
■申込・問合先　　〒013-0521　横手市大森町字大森145
　               　　　  (財)山下太郎顕彰育英会   26-3500

● （財）山下太郎顕彰育英会

募
集

ごご活活用用くくだだささいい
各種奨学金制度のお知らせ

  増田地域センターでは、今ある増
田の自然を知り、環境の変化や今後
の課題などを一緒に考え、次世代に
美しい自然を引き継いでいけるよう
活動をしています。
　今回は、カキやホタテの養殖に従
事しながら植樹活動や環境教育など
に取り組んでいる畠山重篤さんを講
師に迎え、山と海のつながりの神秘
さや大切さについて講演を行います。
■日　時　３月３日（土）
　　　　　午後１時30分開演
■場　所　増田ふれあいプラザ
■入場料　無料
■講　師　「牡蠣の森を慕う会」代表　畠山重篤さん　
■問合せ　増田地域局地域振興課　45-5510

  農業の担い手や消費者が一堂に会し、「農業の持っている
可能性を考える」をテーマに、講演や就農予定者の意見・研
究発表、海外に農産物を輸出している団体の実践発表を行い
ます。この講演を通して、これからの農業の可能性について
考えてみませんか。
■日  時　２月21日（水）午後１時30分
■場  所　増田ふれあいプラザ
■内  容　○講演会「地域で育む食育活動～スーパーマーケ
            　　ットを食育体験学習の場に～」　　　　　
            　　講師　藤本陽子さん（株式会社タカヤナギ販売
            　　推進室長）　　　
　　　  　○意見・研究発表　秋田県立増田高等学校農業科
            　　学科３年生
　　　  　○実践発表　増田出荷会
■入場料　無料　
■問合せ　増田地域局産業振興課
          　　　45-5515(内線 2642）

環境講演会「森は海の恋人」
【増田地域センター主催】

増田地域農業活性化講演会
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市消防本部の災害情報案内電話番号が変わりました
新しい番号
0180-991-019
※10桁すべて押してください

　火災、事故等の災害発生状
況等をお知らせするサービス
の電話番号が２月７日（水）か
ら新しくなりました。

　　　　　　　　　　【訂正とお詫び】
　市報よこて「横手地域局おしらせ版」２月号の記載内容に誤り
がありました。訂正してお詫びします。
■横手地域局版「お知らせカレンダー」内の２月17日（土）に掲載
　しました「まちの保健室」は行いません。

あ じ さ い

か　　　　　き
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このページは読者の皆
さんから寄せられた声
にふれあう場です。
いろいろな声をお寄せ
ください。

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎ご希望のプレゼントを○で囲んでください

１．きりたんぽ鍋セット ２．横手地ソース「極黒」

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ
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お便りをくださった方の中から抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

市報よ
こて

ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

●横手地ソース「極黒」

横手産の素材に徹底的に
こだわり、口にした瞬間、
横手の農村の香りが広が
る横手地ソース「極黒」。
中濃、ウスター２本セッ
ト（各200ml入り）を10

名様に。

（※関連記事８ページに掲載）

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所
秘書広報課 行

※当選の発表は商品の発送をもって代えさせて　
　いただきます
【締め切りは平成19年３月５日（当日消印有効）】

22 15
2007

15
2007

【提供】株式会社 田園
　　　　22-4186

たより
●きりたんぽ鍋セット（横手）

秋田の冬といえばこれ。
きりたんぽ、比内地鶏に
加え、「料亭長谷川」監
修によるスープや栗駒深
層水、県内産にこだわっ
た野菜など、鍋に必要な
材料が全て入ったきりた
んぽ鍋セットを６名様に。
【提供】横手市民市場
　　　　33-2866
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一
お
い
し
い

も

と
宣
伝
す

べ
き
と
話
し
て
い
ま
し
た

待
ち
の

姿
勢
で
は
な
く

一
人
ひ
と
り
が
１

０
０
円
出
し
あ

て
で
も
地
元
の
産

物
・
文
化
・
自
然
を
売
込
む
く
ら
い

の
意
気
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
強
調

さ
れ
て
い
ま
し
た

本
当
に
住
み
良

い
横
手
市
に
は
活
力
が
必
要
と
痛
感

し
た
講
演
で
し
た

帰
省
者
を
裏
切
ら
ぬ
よ
う

横
手 

「
温
泉
最
高
で
や

す
！
」さ
ん 

42
歳

　

先
日

テ
レ
ビ
局
の
イ
ベ
ン
ト
で

「
ウ

ク
in
平
泉
」
に
参
加
し
ま

し
た

そ
こ
で
偶
然
に
も

横
手
出

身
で
一
関
市
在
住
の
夫
婦
と
出
会
い

ま
し
た

帰
省
す
る
こ
と
が
と
て
も

楽
し
み
で

年
に
何
回
も
し
て
い
る

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た

こ

の
正
月
も
た
く
さ
ん
の
方
が
帰
省
し

た
こ
と
で
し

う

地
元
に
住
む
人

の
ア
イ
デ

ア
で

い
つ
の
時
代
も

「
魅
力
が
あ
り

し
か
も
和
め
る
横

手
」
で
あ
り
た
い
な
と
思
い
ま
す

今
年
も
ハ
タ
ハ
タ
を
堪
能

十
文
字 

「
ガ
ラ
ヤ
セ
」さ
ん 

60
歳

　

主
人
と
２
人
の
生
活
で
す
が

あ

ち
こ

ち
か
ら
ハ
タ
ハ
タ
を
た
く

さ
ん
も
ら
い
ま
し
た

友
人
の
旦
那

さ
ん
が
釣

た
ハ
タ
ハ
タ
の
鮮
度
の

良
さ
に
は
驚
き

ピ
チ
ピ
チ
で
と
て

も
美
味
し
か

た
で
す

ま
た
息
子

た
ち
に
は
塩
麹
に
し
て
送
り

孫
達

も
ブ
リ

コ
は
大
喜
び
だ
そ
う
で
す

や
は
り

秋
田
の
季
節
ハ
タ
ハ
タ
は

も
ら

て
も
送

て
も
嬉
し
い
で
す

ネ暖
冬
で
学
生
時
代
を
思
い
出
す

山
内 

「
ト

ト
ち

ん
」さ
ん 

52
歳

　

私
が
30
代
の
時

や
は
り
暖
冬
で

雪
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

学
生
時

代
も
そ
う
で
し
た

確
か

高
校
１

年
の
時
は
ス
キ

の
授
業
が
受
け
ら

れ
ま
し
た
が

２
年
の
時
は

雪
が

な
く
少
し
し
か
滑
れ
ま
せ
ん
で
し
た

３
年
の
時
は

田
沢
湖
ス
キ

場
に

バ
ス
数
台
で
行

た
記
憶
が
あ
り
ま

す

ス
キ

部
の
人
は
３
学
期
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
状
態
で

春
に
は
真

暗
に
焼
け
た
顔
を
し
て
い
ま
し
た

冬
だ
か
ら
こ
そ
出
か
け
よ
う

横
手 

「
Ｔ
・
Ｃ
」さ
ん 

40
歳

　

２
歳
の
息
子
を
連
れ
て

わ
ん
ぱ

く
館
の
マ
ム
チ

サ
ロ
ン
に
で
か
け

て
い
ま
す

特
に
冬
は
家
に
こ
も
り

き
り
で

子
育
て
も
息
詰
ま
り
が
ち

で
す
が

同
じ
年
頃
の
子
供
た
ち
や

お
母
さ
ん
方
と
の
出
会
い
も
あ
り

思
い

き
り
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す

ま
た

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
子
育
て
頑

張
ろ
う
！
と
元
気
を
も
ら

て
い
ま

す

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち

お
母

さ
ん
達
も
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
欲
し

い
と
思
う
マ
ム
チ

サ
ロ
ン
で
す

　

特
集
の
取
材
で
も
同
じ
よ
う
な
ご

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

ま
た

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿
が
と

て
も
印
象
的
で
あ
り

私
た
ち
も
そ

の
元
気
を
分
け
て
も
ら

た
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す

恵
ま
れ
た
環
境
に
改
め
て
感
謝

平
鹿 

「
里
帰
り
妊
婦
」さ
ん 

23
歳

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
上
京
し
５
年

結
婚
し
て
妊
娠

そ
し
て
里
帰
り
出

産
の
為
に
帰
省

私
の
住
ん
で
い
る

埼
玉
に
は
産
婦
人
科
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
が

秋
田
の
県
南
に
は
選

べ
る
ほ
ど
の
病
院

ク
リ
ニ

ク
が

あ
り
と
て
も
驚
い
て
い
ま
す

と
て

も
恵
ま
れ
た
地
で
出
産
で
き
る
こ
と

に
日
々
感
謝
し
て
い
ま
す

遠
く
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す

千
葉
県　

佐
藤
淑
子
さ
ん

　
「
ど
さ
？
」「
ゆ
さ
」
こ
れ
は
日
本

一
短
い
会
話
だ
そ
う
で
す

古
里
の

な
ま
り
な
つ
か
し

横
手
で
生
ま

れ
18
年
間
暮
ら
し

根

こ
は
今
で

も
横
手
人
で
す

合
併
に
よ
り
地
域

の
情
報
が
豊
富
に
な
り
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す

こ
ち
ら
が
晴
天
の
日
は

横
手
は
雪
が
降

て
い
な
い
か
と
気

に
な
り
な
が
ら

布
団
干
し
を
し
て

い
ま
す

こ
れ
か
ら
は

か
ま
く
ら

を
は
じ
め
冬
の
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ

う
こ
と
で
し

う

横
手
の
皆
さ
ん

寒
さ
に
負
け
ず
元
気
に
お
過
し
下
さ

い

こ
ち
ら
市
川
市
か
ら
家
族
６
人

熱
い
エ

ル
を
送
り
ま
す

新
た
な
生
活
が
ス
タ

ト

増
田 

「
コ
ウ
ち

ん
マ
マ
」さ
ん 

39
歳

　

昨
年
の
暮
れ
に
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
供
と
と
も
に
増
田
に
引

越
し

て
き
ま
し
た

毎
日
寝
不
足
で
目
ま

ぐ
る
し
く

時
間
が
あ

と
い
う
間

に
過
ぎ
て
い
ま
す

育
児
の
合
い
間

に
窓
か
ら
見
え
る
自
然
の
美
し
い
風

景
と
空
に
い
や
さ
れ
て
い
ま
す

子

供
を
抱
い
て
散
歩
に
出
か
け
る
と

「
何
か
月
で
す
か
？
」
と
見
知
ら
ぬ

方
が
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
ま
す

地
域
の
方
々
の
優
し
さ
に
触
れ

楽

し
み
な
が
ら
日
々
子
供
の
成
長
を
見

つ
め
て
い
ま
す

早
く
大
き
く
な

て
雪
遊
び
を
さ
せ
た
い
で
す

こ
の
機
会
に
脳
の
ト
レ

ニ
ン
グ

雄
物
川 

「
夢
み
る
お
ば
さ
ん
」さ
ん
　

　

私
の
お
菓
子
作
り
の
パ

ト
ナ

で
あ

た
オ

ブ
ン
レ
ン
ジ
が
12
年

の
寿
命
を
終
え
ま
し
た

少
々
働
か

せ
す
ぎ
た
と
思
う
し

私
の
試
作
の

美
味
し
く
な
い
お
菓
子
も
イ
ヤ
と
言

わ
ず
に
焼
い
て
く
れ
ま
し
た

あ
り

が
と
う
！
あ
な
た
の
次
の
レ
ン
ジ
君

は

機
能
が
た
く
さ
ん
あ

て

12

年
間
で
ず
い
ぶ
ん
と
進
化
し
た
も
の

だ
と
感
心
し
て
い
ま
す

携
帯
電
話

す
ら
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
サ

ビ
つ
い
た
頭

使
い
こ
な
せ
る
か
心

配
で
す
が

脳
ト
レ

活
性
化
に
な

る
と
思
い
説
明
書
を
熟
読
中
で
す

譲
り
合
う
精
神
が
あ
れ
ば

大
森 

「
Ａ
・
Ｔ
」さ
ん

　

先
月
の
こ
の
欄
「
思
い
や
り
で
住

み
よ
い
ま
ち
に
」
を
見
て

自
分
も

数
年
前
に
障
害
者
手
帳
を
も
ら
い
ま

し
た
が

内
臓
疾
患
で
見
た
目
に
は

普
通
と
変
わ
り
な
い
生
活

行
動
を

し
て
い
ま
す

先
日

私
も
障
害
が

あ
る
と
思
い
病
院
の
障
害
者
用
駐
車

場
を
２
度
ほ
ど
利
用
し
ま
し
た

で

も

普
通
に
歩
行
も
出
来
る
と
思
い

停
め
る
の
を
や
め

悪
い
事
を
し
た

と
反
省
し
て
い
ま
す

シ
ル
バ

マ

ク
ほ
ど
大
き
く
な
く
て
も

車
に

付
け
る
目
印
が
あ
れ
ば
誤
解
も
少
な

く
な
る
と
思
い
ま
し
た

横
手
に
こ
ん
な
特
産
品
！
①

②

横
手 

「
り
ん
ご
ま
ま
」さ
ん 

44
歳

　

近
く
に
住
ん
で
い
な
が
ら

り
ん

ご
ジ

ム
や
焼
肉
の
た
れ
の
詰
め
合

わ
せ
が
販
売
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ま

た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

増
田

と
い
え
ば

ア
ル
ミ
パ

ク
入
り
の

り
ん
ご
ジ

ス
と
い
う
イ
メ

ジ

で

他
の
地
域
の
知
人
に
送

て
い

ま
し
た

い
つ
も
大
好
評
で
す
よ

横
手
に
こ
ん
な
特
産
品
！

横
手　

柴
田
昭
雄
さ
ん

　

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
森
の
ビ

ル

を
見
て
「
大
森
に
こ
ん
な
ビ

ル
が

あ

た
の
？
し
か
も
１
升
瓶
入
り
ま

で
！
」
と
驚
き
ま
し
た

　

「
特
産
品
を
ど
ん
ど
ん
Ｐ
Ｒ
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す

私
た
ち
も
知
ら
な

い
商
品
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま

す

こ
の
コ

ナ

で
発
掘
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
も
ぜ

ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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◎お便りをお寄せください。

◆
今
冬
の
雪
の
少
な
さ
は
異

常
過
ぎ
る
ほ
ど

暦
の
上
で

は
既
に
立
春
を
過
ぎ

も
う

じ
き
雪
が
雨
に
変
わ
る
「
雨

水
」
で
す

夏
の
水
不
足

秋
の
農
作
物
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
す

も
う
す
ぐ
弥

生
３
月

い
ま
少
し
の
降
雪

を
空
を
眺
め
な
が
ら
願

て

い
ま
す
　
　
　
　
　
（
卓
）

◆
い
ぶ
り
ん
ピ

ク
に
出
品

さ
れ
た
「
が

こ
」
を
何
点

か
試
食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た

自
分
な
り
に
審
査
し

て
み
ま
し
た
が

ご
飯
の
お

か
ず
に
は
こ
れ

酒
の
肴
に

は

お
茶
う
け
に
は

多

様
な
風
味
で
判
断
が
つ
き
ま

せ
ん
で
し
た

奥
深
い
い
ぶ

り
が

こ
界
で
す
（
孝
春
）

　市報よこてでは、市内業者の皆さんへ「読者プレ
ゼント」へのご協賛をお願いしています。
　横手市内にあるたくさんの特産品や名産品を市報
を通して市民の皆さんに知っていただくと共に、市
内全世帯に配布される広報紙を活用した商品の宣伝
に、ぜひ市報よこてをご活用ください。
■連絡先　秘書広報課：広報広聴担当（　35－2162）

◆
二
女
が
１
歳
に
な

た

さ
す
が
に
４
人
目
に
も
な
れ

ば
た
く
ま
し
い
も
の
で

上

の
子
ど
も
達
よ
り
成
長
が
早

い

10
か
月
か
ら
歩
き
始
め

誕
生
日
に
餅
を
背
負
わ
せ
て

も
平
気
で
歩
い
た

あ

と

い
う
間
に
成
長
す
る
子
ど
も

た
ま
に
は
成
長
の
過
程
を
写

真
で
撮
ら
な
い
と
（
克
彦
）

◆
雪
ま
つ
り
を
取
材
す
る
度

に
目
に
入
る
元
気
な
子
ど
も

た
ち

寒
さ
に
負
け
ず
雪
遊

び
を
無
心
で
楽
し
む

そ
の

感
覚
を
長
い
間
忘
れ
て
い
た

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す

こ
の
歳
で
雪
遊
び
・
・
は
無

理
で
も

丸
め
が
ち
な
背
中

を
正
す
こ
と
か
ら
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
（
小
百
合
）

編
集
後
記

編
集
後
記

読者プレゼントにご協力を

加
藤　

由
紀
さ
ん（
37
歳
）

雄
物
川
地
域

山梨県都留市出身。夫との２人
家族

　

由
紀
さ
ん
は
富
士
山
に
ほ
ど
近
い
山

梨
県
都
留
市
の
出
身

東
京
都
内
の
短

大
に
進
学
し

ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
を

し
て
い
た
時
に
夫
の
久
史
さ
ん
と
知
り

合
い

23
歳
で
結
婚

久
史
さ
ん
の
転

勤
の
た
め

東
京
や
大
阪
の
病
院
で
看

護
師
と
し
て
勤
務
し
た
後

久
史
さ
ん

が
生
ま
れ
育

た
雄
物
川
町
に
移
り
住

み
ま
し
た

　

４
年
前
に
初
め
て
こ
の
地
を
訪
れ
た

と
い
う
由
紀
さ
ん

そ
の
時
の
印
象
を

「
春
の
花
々
が
勢
い
良
く
咲
き
誇

て

い
て

こ
の
大
地
の
強
い
息
吹
き
を
感

じ
た
」
と
話
し
ま
す

　

遠
く
離
れ
た
故
郷
の
思
い
出
を
伺
う

と
「
秋
田
の
人
が
鳥
海
山
に
愛
着
を
持

つ
よ
う
に

地
元
で
は
富
士
山
が
生
活

の
一
部
で
し
た

常
に
そ
の
姿
を
仰
ぎ

見

林
間
学
校
や
登
山
な
ど
と
い

た

学
生
時
代
の
思
い
出
も
富
士
に
関
わ
る

も
の
ば
か
り
で
す
」
と

そ
の
存
在
の

大
き
さ
を
懐
か
し
み
ま
す

　

現
在
は

沼
館
保
育
園
に
勤
務
す
る

傍
ら

趣
味
で
始
め
た
と
い
う
カ
ヌ

の
練
習
に
励
む
日
々

国
内
ト

プ
ク

ラ
ス
の
選
手
が
多
い
ク
ラ
ブ
チ

ム
に

所
属
し
て
お
り

国
体
へ
の
出
場
経
験

が
あ
る
ほ
ど
の
実
力
の
持
ち
主
で
す

　

「
横
手
に
来
た
か
ら
こ
そ
カ
ヌ

に

出
会
う
こ
と
が
で
き
た
」
と
笑
顔
で
語

る
由
紀
さ
ん

更
な
る
飛
躍
を
目
指
す

彼
女
に

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
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たくみ
TAKUMI

昭和26年、増田町生まれ。
中学校卒業後、大工の道
を志し、修行を重ねる。
20歳で独立し藤原工務店
を設立。また、平成11年
には、建具部門を独立さ
せ、工房成瀬を設立。昨
年９月「くん炭ボード及
びその製造方法」に関す
る特許を取得。

藤原 六郎さん（55歳・増田）

くん炭ボード製造【其の十六】

　「シックハウス症候群」が問題
化したのは今から数年前。工務店
を営む巧は、建築材料に含まれる
有害物質を吸着する炭の性質にい
ち早く着目し、住宅の壁や床、さ
らには建具の内部にもみ殻を焼い
た「くん炭」を敷き詰めた。効果
は狙いどおり。さらに、保温力も
兼ね備えたもみ殻くん炭は断熱材
としても優れた機能を発揮した。
　すでに施主からの好評を得てい
たが、巧が巧たるゆえんはここか
ら始まった。作業性向上のため、
くん炭を固形化しようと試みたも
のの、接着剤を使わず天然素材に
こだわる製法は一筋縄ではいかな
かった。苦心の末思いついたのが
和紙の構造。つなぎとなるコウゾ
とトロロアオイの根から抽出した
液体と共に水に溶かし、圧縮成型
することでボード化に成功。さら
に、材料の配合や型枠の形状など、
数年におよぶ研究を重ねた末、よ
うやく納得のいくものに仕上げた。
　「四季を通じて快適な住宅が、
在来工法と天然素材でできること
をぜひとも証明したかった。材料
を地元で栽培、調達すれば地域の
活性化にも結びつく」その熱い心
と確かなまなざしは、建築業の域
を超え、時代の動向を常に見据え
ている。

ヒントは和紙作り
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山梨県の東部に位置し、
個性ある山々や富士の湧
き水など自然環境に恵ま
れ、古くからの城下町で
学園都市として知られて
います。リニアモーター
カーの実験線の拠点基地
があることでも有名です。

■面積　161.58

■人口　33,243人
■世帯　11,563世帯

山梨県都留市

山梨県

静岡県

長野県

埼玉県

東京都

神奈川県

炭入り工芸建具
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　面長で能面のように静かで神秘的な表情をたたえる「享保雛」。
　享保雛は、江戸中期の享保年間（1716年～1736年）に流行したと
いわれる内裏雛で、現在のような段飾りになる前で、雛人形の前
にお供えのごちそうなどを並べていたため大型に作られています。
　女雛は像高41　（冠の高さ７　）で、豪華な冠の装飾、胸に檜扇
を持ち、五衣唐衣に似せた姿で朱の袴に綿を入れて大きく高く膨
らませています。男雛は像高40　で、束帯に似た装束で太刀を構
え、現在は残っていませんが本来は笏を持っていたと思われます。
　享保雛は、幕末の頃、沼館地区の大地主であった佐々木儀右衛
門が江戸で買い求めたものと言われ、同家の子孫から教育委員会
に寄贈され、雄物川郷土資料館に保管・展示されています。
　享保雛は、平成11年に雄物川町の有形文化財（民俗）に指定され
ています。
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